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シンポジウム

Logic of Shadow(影 の論 理)

開催日　2008年1月11日

企画班　脳と進化、哲学・文化人類学班

企画者　渡辺茂、遠山公一

講演者　 Robert Gasati(フ ランス国立科学センター)、 友永雅己(京 都大学霊長類研究所)、

　　　　小山慎一(干 葉大学)、渡辺茂、遠山公一(塾 内)

 2008年1月ll日 北館 ホールにて、「影の論理(Logic

of Shadow)」 と題 し、 シンポジウムを開催 した、,発端

は、フランス国立科学セ ンターの主任研究員であるロ

ベル ト・カザーティ氏 を招堰 したことによる。同氏は、

陰影 に関わる研究 を、哲学、認知心理学、 および美

術 史など学 際的な観点 から多 くの著作 を発 表 してお

り、ネットーヒで陰影プロジェク トを展開 している著名

な研究者である,、

 シ ンポジウムは、 オーガナイザーの.・人で もある本

塾渡辺茂教授の呼びかけに賛同 して、陰影に関わる複

数分野 の研 究者の発表 を集め、極 めて学際的 な議論

の場 となった。前半は、千葉大学小 山慎一助教が認

知心理学の立場か ら、後頭葉腹側部損傷患者 に生 じ

た陰影認知の障害 を人間の相貌認識の実験 によって明

らかにする発表、および京都大,7_,r.長類研究所友永雅

己准教授が霊長学の)%}iiか ら、描かれた陰影 をチ ンパ

ンジーがどのように認識するのかを実験 した比較発達

学の成果を発表 した。後半は、ルネサ ンス美術の専阿

である遠 山と、本塾 内藤正 人准教授の共 同発表 とし

て、陰影が西洋で初めて組織的に描かれるようになる

イタリア ・ルネサ ンスと、その後の遠い余波 として我

が国の江戸時代 の陰影表現 を比較 する試 みが成 され

た。最後にカザーテ ィ氏による発表が行われ、 イタリ

アユ4-15世 紀 絵画における陰影を、模倣の観点および

観 者の寛容 さの視点から論 じられたが、氏は認知 と美

術 史、つ まりSLる ことと描 くことの問にある齪翻 につ

いて、臨機応変、かつ縦横に語 られ、この学際的なシ

ンポジウムを総合する役割を見事に演 じてくださった。

学際的な発表における専 門川語 などの違いなどの困難

も予想 されたが、活発 な質疑応答 も含め、陰影 という

人間の感覚にとって極 め

て本質的な肝象と、その

歴史的文化的意味につい

てのシンポジウムをすべて

英語でもって滞 りなく終え

ることが出来た。

      (遠山公 一)
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